
 

 

 

民 主 島 根 （1） 2024年 7月 21 日 

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員

会
は
７
日
、
山
下
芳
生
副
委

員
長
・
参
院
議
員
を
迎
え
、

県
内
２
カ
所
で
街
頭
演
説
を

行
い
ま
し
た
。
大
平
よ
し
の

ぶ
衆
院
中
国
比
例
予
定
候

補
、
松
江
市
で
、
む
ら
ほ
え

り
こ
衆
院
島
根
１
区
予
定
候

補
、
出
雲
市
で
亀
谷
ゆ
う
子

同
２
区
予
定
候
補
が
演
説
に

立
ち
、
４
月
の
衆
院
補
欠
選

挙
で
野
党
が
勝
利
し
た
島
根

か
ら
「
日
本
共
産
党
の
躍
進

で
自
民
党
を
退
場
さ
せ
、
希

望
あ
る
新
し
い
政
治
に
転
換

し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

山
下
氏
は
、
国
会
で
抜
け

穴
だ
ら
け
の
政
治
資
金
規
正

法
改
定
を
成
立
さ
せ
た
自
民

党
の
無
反
省
ぶ
り
を
批
判
。

「
税
金
の
使
い
道
を
ゆ
が
め

る
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止

こ
そ
再
発
防
止
の
決
定
打
と

な
る
。
裏
金
事
件
を
追
及
し

て
き
た
の
が
党
の
機
関
紙

2024年 
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『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
だ
。
共

産
党
を
大
き
く
す
る
こ
と
が

国
民
の
声
で
動
く
新
し
い
政

治
を
つ
く
る
一
番
の
力
だ
」

と
強
調
し
ま
し
た
。 

島
根
県
内
で
無
法
な
低
空

飛
行
訓
練
が
繰
り
返
さ
れ
、

昨
年
は
浜
田
市
上
空
で
危
険

な
空
中
給
油
訓
練
を
し
た
こ

と
を
「
許
さ
れ
な
い
」
と
批

判
。
軍
事
に
軍
事
で
対
抗
す

る
の
で
は
な
く
、
憲
法
９
条

を
生
か
し
た
対
話
と
外
交
で

平
和
な
東
ア
ジ
ア
を
構
築
す

る
党
の
東
ア
ジ
ア
平
和
提
言

を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

大
平
氏
は
県
内
の
低
賃
金

の
介
護
労
働
者
や
困
窮
す
る

農
家
の
声
を
紹
介
し
、
「
ミ
サ

イ
ル
を
爆
買
い
す
る
お
金
が

あ
れ
ば
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
待

遇
改
善
や
農
業
予
算
に
使
う

べ
き
だ
。
暮
ら
し
、
平
和
の
問

題
で
希
望
あ
る
対
案
を
示
す

党
を
押
し
上
げ
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

声援にこたえる（右から）むらほ、山下、大平の各氏（松江市） 

間
で
７
回
も
火
災
を
起
こ
し

て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、「
電
力

販
売
で
の
カ
ル
テ
ル
や
料
金

メ
ニ
ュ
ー
不
当
表
示
の
景
品

表
示
法
違
反
な
ど
経
営
陣
の

利
潤
第
一
主
義
の
企
業
体
質

が
問
題
だ
。
利
益
最
優
先
で

安
全
対
策
が
二
の
次
に
な
っ

て
い
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

規
制
庁
の
担
当
者
は
「
利

潤
第
一
で
安
全
が
お
ろ
そ
か

に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
引

き
続
き
、
し
っ
か
り
監
視
し

て
い
く
」
と
応
じ
ま
し
た
。 

大
国
陽
介
県
議
は
「
能
登

半
島
地
震
を
通
じ
て
、
県
民

の
不
安
は
増
大
し
て
い
る
。

中
電
も
避
難
計
画
の
実
効
性

の
向
上
に
責
任
を
果
た
す
べ

き
だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

と
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

請
願
に
は
、
日
本
共
産
党

県
議
団
の
尾
村
利
成
、
大
国

陽
介
の
両
県
議
、
民
主
県
民

ク
ラ
ブ
副
会
長
の
白
石
恵
子

県
議
、
同
幹
事
長
の
岩
田
浩

岳
県
議
、
同
副
幹
事
長
の
岸

道
三
県
議
、
同
政
策
調
査
会

長
の
角
智
子
県
議
、
自
民
党

議
員
連
盟
会
長
の
五
百
川
純

寿
県
議
、
同
政
策
審
議
会
長

の
池
田
一
県
議
の
８
人
が
紹

介
議
員
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。 「

学
校
給
食
費
無
償
化
の

た
め
の
恒
久
的
な
財
源
措
置

を
求
め
る
意
見
書
」「
全
国
一

律
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
の
創
設
を
求
め
る
意
見

書
」
も
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

宣伝する（左から）亀谷、山下、大平の各氏ら（出雲市） 

島
根
県
原
子
力
発
電
所
周

辺
環
境
安
全
対
策
協
議
会
が

５
日
、
松
江
市
で
開
か
れ
、

同
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
を

懸
念
す
る
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
会
長
の
丸
山
達
也
知
事

の
ほ
か
、
県
議
、
松
江
と
出

雲
、
安
来
、
雲
南
の
４
市
長

（
代
理
含
む
）
、
住
民
代
表
ら

約
４
０
人
が
委
員
と
し
て
出

席
。
原
子
力
規
制
庁
が
２
号
機

の
工
事
計
画
と
保
安
規
定
の

認
可
に
つ
い
て
報
告
し
、
中
電

が
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え

た
島
根
原
発
の
確
認
結
果
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成

県
議
は
、
中
電
が
こ
の
２
０
年

島
根
県
議
会
は
３
日
の
本

会
議
で
、「
し
ま
ね
介
護
福
祉

ユ
ニ
オ
ン
・
ボ
ン
ズ
」（
石
田

忍
委
員
長
、
し
ま
ね
自
治
労

連
加
盟
）
が
提
出
し
た
「
訪

問
介
護
の
基
本
報
酬
引
き
下

げ
撤
回
等
と
、
介
護
報
酬
引

き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に

行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願
書
」
を

採
択
し
、「
訪
問
介
護
事
業
の

基
本
報
酬
引
き
下
げ
を
撤
回

し
、
移
動
時
間
（
あ
る
い
は

距
離
）
に
応
じ
た
引
き
上
げ

を
行
う
と
と
も
に
、
国
庫
負

担
割
合
の
引
き
上
げ
を
財
源

と
し
た
介
護
報
酬
引
き
上
げ

の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ

 

停
滞
す
る
梅
雨
前
線
の
影

響
で
観
測
史
上
最
大
の
降
水

量
を
記
録
（
９
日
）
し
た
松

江
市
で
は
、
同
市
中
心
部
・

黒
田
町
の
比
津
川
が
氾
濫

し
、
同
町
や
同
市
春
日
町
一

帯
が
冠
水
し
ま
し
た
。
出
雲

市
大
社
町
日
御
碕
地
区
で
は

市
街
地
に
つ
な
が
る
唯
一
の

県
道
が
崩
落
し
、
同
地
区
で

暮
ら
す
２
３
５
世
帯
５
４
８

人
が
孤
立
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
ら
は
救

援
・
調
査
活
動
を
行
い
、
要

望
を
聞
い
て
回
り
ま
し
た
。 

尾
村
利
成
県
議
は
９
日
、

「
床
下
浸
水
に
な
り
そ
う
」

「
意
宇
川
で
は
氾
濫
警
戒
水

位
を
超
え
た
地
点
が
あ
る
」

な
ど
住
民
か
ら
の
通
報
を
受

け
、
松
江
市
内
各
地
を
調
査
。 

 

１
０
日
に
は
、
む
ら
ほ
え

り
こ
衆
院
島
根
１
区
予
定
候

補
、
遠
藤
秀
和
県
議
団
事
務

局
長
が
党
城
北
支
部
の
西
尾

信
樹
支
部
長
と
家
屋
の
床
下

浸
水
被
害
が
あ
っ
た
松
江
市

黒
田
町
の
西
原
自
治
会
の
被

災
者
を
見
舞
い
、
要
望
を
聞

き
ま
し
た
。（
写
真
上
） 

 

床
下
浸
水
し
た
女
性
は

「
毎
年
の
よ
う
に
被
害
に
遭

っ
て
い
る
。
対
策
を
さ
ら
に

強
化
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り

ま
し
た
。 

出
雲
市
で
は
１
２
日
、
亀

谷
ゆ
う
子
衆
院
島
根
２
区
予

定
候
補
、
大
国
陽
介
県
議
、

後
藤
由
美
、
吉
井
安
見
の
両

市
議
が
日
御
碕
地
区
を
調
査

し
ま
し
た
。（
写
真
左
） 


